
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

平成２９年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 開田小学校 水車小屋再生事業 

事業主体 

（連絡先） 

木曽町 

長野県木曽郡木曽町福島 2326 番地 6 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ  ハード 

総事業費    600,000 円（うち支援金： 400,000 円） 

 

① 地域文化の伝承 

② 学習の基礎づくり 

③ 住民との交流の場 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

水車が修理され使える様になった

ため、常時使用できるよう周囲の

環境も整備していきたい。 

【作業状況】 

 

 【目標・ねらい】 

 

水車が修復された事により 

①地域文化の伝承として 

水車で精米製粉作業を行うことで、嘗ての開田の暮らし

方を実際に触れながら体験できる。 

②学習の基礎づくりとして 

水車を利用しながら当時の開田の暮らしぶりを顧みる

る事が出来る。同時に歴史文化を学ぶことが出来る。 

③住民との交流の場として 

地域住民を講師に水車の使い方や当時の暮らし方を教

わることにより、交流が深まる。 

  

開田小学校水車修繕一式 

水車木製歯車交換調整 

石引き用石臼目立て 

小屋屋根板材葺き直し 

屋根棟､破風交換 

水路掃除水流調整 

水車が使用できることにより、子ども達の授業に合わせて精米、製粉が可能となったため効率よ

く授業に取り入れて行区と同時に住民との交流も深めて行く。 

地域住民との交流、憩いの場として充実するよう、更なる水車周辺の環境整備を図る。 


